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飛
行
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古
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に
伴
う
公
有
水
面
埋
め
立
て
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
に
伴
う
公
有
水
面
埋
め
立
て
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
に
伴
う
公
有
水
面
埋
め
立
て
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
、
公
有
水
面
埋
立

法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
基
づ
く
手
続
は
開
始
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
国
が
公

有
水
面
の
埋
立
て
を
行
う
に
は
、
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
承
認
に
係
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
そ
の
処
理
が
公
有
水
面
埋
立
法
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
等

に
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
五
条
の
七
等
の
規
定
に
よ
り
是
正
の
指
示
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
つ
い
て
、
沖
縄
の
皆
様
の
御
理
解
を
得
る
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
公
有
水
面
埋
立
法
第
四
十
二
条
の
改
正
を
行
う
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
。


